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株式会社千葉興業銀行(頭取 梅田 仁司)は、自然関連財務情報開示タスクフォース

(TNFD: Taskforce on Nature-related Financial Disclosures)※１が2023年９月に公表した

情報開示提言への賛同を表明し、「TNFD Adopter」※２に登録いたしました。なお「TNFD 

Adopter」への登録は、千葉県内の地方銀行では初となります。 

 

当行は、「サステナビリティ重点項目(マテリアリティ)３」に「安心して暮らせる豊かな千葉の実現」

を掲げ、「ちば興銀の森」の森林整備活動や清掃活動など、生物多様性保全に向けた取組みを実施して

おります。2025年以降、当行ではTNFDの枠組みに基づく情報開示の拡充に努めるとともに、

TNFDがめざすネイチャーポジティブ（自然再興）へ寄与すべく、今後多種多様な取組みを進めてま

いります。 

 

※１ TNFDは、自然環境の変化や生物多様性など「自然資本」へ企業の経済活動が与える 

影響を評価し、情報開示する枠組みの構築をめざして2021年6月に設立された国際的

な組織です。 

※２ TNFD Adopterは、TNFD開示提言に沿った情報開示を行う意思をTNFDのWebサイト上で 

登録・宣言した企業・組織のことです。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県内地銀で初！ 

TNFD開示提言へ賛同し「TNFD Adopter」に登録しました 

～生物多様性が社会や企業へもたらす影響を分析・開示してまいります～ 

当行は、SDGsの普及啓発・推進のため、当行イメージキャラクター ちばコーギ

ーを使用した「CHIBA CORGI × SDGs」ロゴマークを作成いたしました。 

ちばコーギーが抱える 17色のハートは、SDGsの 17のゴールを表現しております。 

サステナビリティの取組みを通して、SDGs の目標達成に貢献してまいります。 


